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小田急電鉄株式会社（本社：東京都新宿区 社長：星野 晃司）では、２０１８年度から、社員か

ら広く新規事業アイデアを集め、熱意ある人材を発掘・育成する制度「Odakyu Innovation Challenge 

“climbers”」を開始します。 

本制度は、「長期ビジョン２０２０」で新たに設定した小田急グループのありたい姿である「未

来フィールド」の実現や、社会課題の解決を目指し、既存の事業や組織の枠組みを超えて社員が新

たな事業の創造にチャレンジすることで、人材育成とイノベーティブな風土の醸成を図るものです。 

アイデアについては当社社員が立案し、実施にあたっては、積極的に組織内外の技術・ノウハウ

をかけ合わせることでイノベーションの連鎖を起こして市場機会を増やし、市場開拓や社会課題の

解決に資する事業の実現を目指します。 

概要は下記のとおりです。 

 

記 

 

１ 名称 「Odakyu Innovation Challenge “climbers”」 

（小田急イノベーションチャレンジ クライマーズ） 

イノベーションの実現に向けて、周囲と協働し、多くの学びや気づきを得ながら共

に取り組む姿勢や、事業化に向けた歩みを“山に登る”ことにたとえ、”climbers”

と名づけました。 

 

２ 対象領域 

「長期ビジョン２０２０」で新たに設定した小田急グループの「ありたい姿」＝「未来フィー

ルド」の実現や、社会課題の解決を目指すものを対象とします。 

 

(1) 「未来フィールド」は、小田急グループのありたい姿として、お客さまや社会に価値を生み出

していきたい四つの領域と、そのために自らがどのような組織でありたいかを示すものです。 

(2) 社会課題については、国連サミットで採択された「持続可能な開発のための２０３０アジェン

ダ」の国際目標「ＳＤＧｓ」を参考にします。 

社内事業アイデア公募制度 

「Odakyu Innovation Challenge “climbers”」を開始します 

～オープンイノベーションによって、小田急のありたい姿の実現と社会課題の解決を目指します～ 



３ 制度概要 

社員が事業アイデアを立案し、成長戦略づくりを担う経営戦略部が事務局として審査、進捗

をサポートします。立案者と事務局が一体となって、積極的に顧客の声を聞きながら柔軟に事

業アイデアの修正と、実現に必要な外部パートナーとのマッチングを行います。 

(1)  事業化までの流れ 

① 年に２回（２０１８年度は年に１回）、当社社員を対象に事業アイデアの公募を行

います。 

② アイデア創出フェーズでは、事務局による審査を行い、通過したアイデアについて、

事務局が提案者とブラッシュアップを行います。 

③ インキュベーションフェーズでは、経営層による審査を通過したアイデアについて、

積極的に顧客の声を聞きながら実現可能性の検証を進め、事業立ち上げ準備を行い

ます。 

④ 事業化フェーズへの進捗は経営層が判断し、サービスイン後は定期的なＫＰＩの振

り返りを行いながら事業拡大の是非を検討します。 

(2)  サポート体制 

① 応募者や応募検討中の社員に対して、事業創造に関する必要な知識を学ぶ機会を提

供します。 

② 事務局には外部有識者も参画し、提案者への助言を行うことでアイデアのブラッシ

ュアップを支援します。 

③ 社内外から閲覧できる Webサイトの開設を予定しています。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【参考】未来フィールドの詳細 

 

モビリティ × 安心・快適 ～新しい“モビリティ・ライフ”をまちに～     

９０年間積み上げてきた安心・快適という普遍的な価値を揺るぎない土台としながら、これか

らのテクノロジーを活かして、「会いたいときに、会いたい人に、会いに行ける」、次世代の“モ

ビリティ・ライフ”をまちに生み出します。 

 
 

 まちづくり × 愛着 ～まちの“新しい物語”を紡ぎ出す～          

国まちの個性や特徴を活かした職、住、商、学・遊のシーンを創り出し、まちとつながる愛着

や誇りをお客さまとともに育みます。お客さまや地域社会の課題解決を通じて、まちの“新しい

物語”を紡ぎ出していきます。 

 
 

 くらし × 楽しさ ～何気ない日々に“心が動く瞬間”を～           

変化するトレンドや多様化するお客さまの欲求をスピーディーに捉え、スポーツや音楽、食事、

買い物など、何気ない日々を彩る時間や空間をさまざまなパートナーと共創することにより、安

心感を上回る“心が動く瞬間”を演出していきます。 

 
 

 観光 × 経験 ～ここでしか得られない“特別な想い出”を～         

地域の方々とともにその土地ならではの過ごし方や楽しみ方を発掘し、日本はもちろん、世界

から訪れるゲストに“特別な想い出”として心に残る経験のお手伝いをすることで、日本、地域、

まちの発展に貢献していきます。 

 
 

 わくわく × イノベーション ～いつの時代もお客さまに“わくわく”を～   

社員一人ひとりが、主体性と創造性と情熱を解放し、“わくわく”をアイデアの源泉とします。

お客さまに新たな価値をお届けするために、いつの時代も変化を楽しみ、未知への挑戦を続けます。 


